
 

駒ヶ岳小学校の耐力度調査の結果について（詳細） 

耐力度調査は建物の骨組みが危険な状態にある度合を表し、この耐力度は、構造耐力、

健全度及び立地条件について測定したものです。点数は 10,000 点満点で次の点数以下

になった建物を構造上危険な状態にある建物と判断します。 

 ・木造・・・5,500点 

 ・鉄筋コンクリート造、鉄骨造、補強コンクリートブロック造等・・・4,500点 

また、昭和４５年度以前の建物については緩和措置があります。 

 ・木造・・・6,000点 

・鉄筋コンクリート造、鉄骨造、補強コンクリートブロック造等・・・5,000点 

建物情報 耐力度調査 

棟番号 
建物 

用途 
構造 

面積 

（㎡） 
建築年 耐力度点数 

耐力度 

判 定 

１－１ 管理教室棟 ＣＢ造 ４３７ 昭和３８年 3,380 × 

１－２ 管理教室棟 Ｗ造 ９３ 昭和２６年 3,553 × 

１－３ 管理教室棟 Ｗ造 １３５ 昭和３２年 4,471 × 

１－４ 校舎 Ｒ造 １２７ 昭和４２年 5,805 ○ 

２ 校舎 Ｗ造 １２１ 昭和２６年 4,856 × 

３ 校舎 ＣＢ造 ３０ 昭和４２年 3,238 × 

１０ 管理教室棟 Ｗ造 ２６ 昭和４６年 5,773 ○ 

１１ 校舎 Ｗ造 ５ 昭和４６年 4,094 × 

１２ 校舎(物置) ＣＢ造 ２２ 昭和４８年 5,828 ○ 

１３ 校舎 Ｗ造 １６２ 昭和２６年 4,625 × 

１４ 校舎 Ｗ造 ２０ 昭和３１年 5,421 × 

１５ 校舎(トイレ) Ｗ造 ５５ 昭和３１年 4,530 × 

１６ 校舎 Ｗ造 ８９ 昭和３１年 5,550 × 

１７ 校舎 Ｗ造 １７ 昭和３８年 5,781 × 

１８ 校舎 Ｗ造 ９３ 昭和３８年 4,471 × 

１９ 屋体 Ｗ造 ３０５ 昭和３２年 4,136 × 

２０ 屋体 Ｗ造 １３ 昭和３１年 4,873 × 

21－1 屋体 W造 １５ 昭和３１年 4,416 × 

21－2 校舎 Ｗ造 ２５ 昭和３１年 3,854 × 

２４ 屋体 Ｗ造 １２ 昭和４７年 5,071 × 

２８ 屋体 Ｗ造 １０ 昭和３２年 6,632 ○ 
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